
― 学校評価 ３ ― 

３ 分析・考察 

① 保護者アンケートより 

・「お子さんが喜んで登園している」との回答については“達成されている”“おおよそ達成されている”

を合わせると 97.7％と高い数値が見られる。 

・「家庭でお子さんと関わる時間を多く持つように努力していますか」の回答については 97％以上が

“達成されている”“おおよそ達成されている”の回答となっており、お子さんとの時間を大切にしてい

る家庭像が伺える。 

・園だよりやドキュメンテーションなど ICT ソフトを活用した事務連絡や園の様子の伝え方について

は“努力を要する”“もう少し努力を要する”との数値が 9％を超えており、情報発信の方法について保

護者にも伝わりやすい方法を検討し、改善していく必要がある。 

・「本園は生活リズムの確立に努めていると思いますか(家庭への発信)」の項目は、“達成されている”

の回答率が高いが、「午後 9：00 までに寝かせている」「持ち物の確認をしている」等の生活習慣に

関する項目は“努力を要する”の回答率が 20～30％前後と高い数値が見られ、基本的生活習慣の定着

についてこども園と家庭での取り組み状況に差異が生じていると考えられる。 

② 自己評価から 

・「教育課程・指導について」に関して、教育・保育要領の活用に対してもう少し努力を要するとなっ

ており、書類作成時に活用する程度にとどまっている。また、楽器を使う・音楽に親しみを持つなど

音楽に関する内容についても、もう少し努力を要するとなっており、楽器に触れる機会が少なかった

と考えられる。 

・「保健・安全管理について」に関して、クラスの部屋の整理整頓は努力を要すとなっており、耐震補

強は行っているが、整理整頓はこまめに行う必要がある。整理整頓への意識と時間の確保が必要。 

・「組織運営について」は、会議の適切な進め方について、もう少し努力を要するとなっている。時間

を設けて会議を進めているが、職員間の共通理解を深める工夫が必要。 

・「保護者との連携について」は“もう少し努力を要する“項目が多く、ICT ソフトを活用した情報発信

の仕方や保護者との連携方法が上手く定着していないと思われる。その要因の一つとして、ICT ソ

フトの活用方法を職員が十分に理解できていないことが要因として考えられる。また、保護者からの

相談に対して、職員間の連携に課題が見られる。 

 

③ 学校関係者評価（評議員、学校関係者意見） 

 ・遊びや活動を通して、子どもの自立心や協調性が育まれて、先生方の温かく、家庭的な対応で子ども

達も安心して通っているように感じます。 

・小学校との連携がよい 



― 学校評価 ４ ― 

４ 改善方針・改善策 

① 基本的生活習慣の定着 

・げんキッズカードの活用や個人面談など、保護者に向けての情報発信を継続していく。また、クラス

懇談会などの機会に保護者同士でも情報の交換ができる場を設けていく。個別で支援が必要な家庭

においては家庭の生活スタイルや環境などを考慮しながら、ICT ソフトの活用や、送迎時の声掛け

などを通して丁寧かつ小まめな情報発信を行い、基本的生活習慣定着の重要性を伝えていく。 

 

② 規範意識の育成 

・園生活を送るうえで大切な決まり事に関して職員間で話し合いを行い、共通理解を持ち園児へも伝

えていく。また、大型絵本や紙芝居などの教材を活用するなど工夫しながら、園児にもわかりやすく

伝えていく。 

・危険なことやプライバシーに関することなど、命や性に関連するルールや規範に対する研修を設け、

職員の意識を改善していく。 

・室内の清掃は毎週金曜日を掃除の日と位置づけ整理整頓を行う。園庭の環境に関しても定期的に清

掃・整備を行うことで、安心・安全な環境を保持する。 

 

③ 話を聞き、話す意欲や態度の育成 

・園児との会話や職員間の対話の中から、話を聞く態度が身についているか現状を把握し、問題点を共

通理解することで、保育者が問題意識を持ち、話し方や伝え方を工夫・改善していけるような環境を

作っていく。 

・朝の会、帰りの会の当番活動で、人前に立って話しをする機会を設け、伝える事の楽しさや難しさを

感じられるようにしていく。その経験を通して話を聞くことの大切さに気付き、話を聞く意欲や態

度を育んでいく。 

④ 家庭との連携の強化 

・園だよりや保育ドキュメンテーション等、ICT ソフトを活用した情報発信の仕方を工夫する事で、

園の情報を保護者と共有していく。また、職員研修を通して ICT ソフトの使い方や写真が漏れてい

る子がいないか等の確認等、分かりやすく見て楽しい情報発信ができるよう自己研鑽を行っていく。 

・クラス懇談会や個人面談等を活用し、ICT アプリの使い方を説明、必要な情報へのアクセスの方法

を保護者に伝える。また、園だより発行等新しい情報を掲載した場合には、掲載のお知らせをこまめ

に行い、見てもらえたか確認を行う等、アプリを見る習慣をつけてもらう。 

・保護者アンケートの実施方法として、項目の見直しや備考欄を設ける等、保護者の思いや考えが伝わ

るような、工夫・改善を行っていく。 

 



― 学校評価 ４ ― 

⑤ 自己評価より 

・教育・保育要領の活用については職員会議等で読み合わせを行うなど、保育教諭が教育・保育要領を

見開く機会を増やし習慣付けていく。また、楽器の活用方法に関しては、取り出しやすい場所に保管

し、なかよし会などを通して園児と一緒に楽器を楽しむ機会を作っていく。 

・職員間の共通理解を深める工夫として、行事前には教育保育計画を開いて確認する、各年齢のリーダ

ーが意識を持って指示や確認を行うなど、主幹保育教諭だけではなく職員一人ひとりが意識をもっ

て教育・保育に向かえるよう環境を整えていく。 


